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｜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ヨ
ッ
プ
に
ご
参
加
を

戸

雫あびこ市民ﾐｭ■カル
匡来年s月の上演をめざして劃

″
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
″

’
I

我
孫
子
市
は
、
音
楽
や
演
劇
な
ど

の
文
化
芸
術
活
動
が
盛
ん
な
ま
ち
。

市
教
育
委
員
会
も
毎
年
、
コ
ン
サ

ー
ト
や
演
劇
な
ど
の
文
化
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
「
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
も
参
加
し
た
と
「
学
校
週
５

日
制
を
活
用
し
、
子
ど
も
を
中
心
に

何
か
を
や
る
皇
な
ど
、
〃
我
孫
子

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
〃
へ
の
気
運

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と

し
た
親
子
で
楽
し
め
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の
力
を
結
集

市
で
は
今
年
、
月
６
旦
旦
に
、

劇
団
わ
ら
び
座
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
山
神
様
の
お
く
り
も
の
」
を
上
演

し
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
だ
ち
、
民
俗

舞
踊
を
題
材
に
し
た
寸
劇
を
通
じ
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
出
演
俳
優
の
指

導
に
よ
り
、
身
近
な
生
活
が
背
景
に

あ
る
音
楽
を
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

制
作
委
員
を
募
集
し
ま
す

。
ｌ

市
民
ミ
己
ｌ
ジ
カ
ル
と
は
？

「
あ
び
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
は
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
出
演
す
る
手
作
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

す
。
来
年
８
月
の
上
演
を
め
ざ
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
が
、
上
演

ま
で
に
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
親
子

で
楽
し
め
る
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
あ
ら
ま
し
と
、
制
作
委
員
な

ど
の
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

』

し
て
制
作
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
の
文
化
事
業
と
し
て
、
平
成
巧

年
８
月
に
上
演
す
る
予
定
で
、
現
在

は
台
本
の
原
作
を
募
集
し
て
い
る
段

階
で
す
。
６
月
に
原
作
を
決
定
し
、

台
本
の
作
成
へ
と
進
み
ま
す
。

な
が
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
気
分
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
。
場
所
６
月
喧
旦
土
）
午
後

２
時
か
ら
４
時
、
市
民
会
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
、
ま
た
は
我
孫
子
市
と
何
ら
か
の

つ
な
が
り
の
あ
る
方
（
年
齢
・
経
験

は
不
問
）

定
員
先
着
”
人

｢あびこ市民ミュージカル｣の特徴

O原作の段階から市民の皆さんが創り上

げる手作りミュージカルです。

O子どもが中心のﾐｭー ジｶﾙで､親子
で楽しめるものとします。

Oﾘｻｲｸﾙ可能なｾｯﾄや衣装を積極
的に活用するミュージカルとします。

1

｜
’

参
加
費
無
料

※
運
動
の
で
き
る
服
装
と
靴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
。
画
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
教
育
委
員
会
文

化
課
金
７
１
８
５
１
１
１
５
１
唖

７
１
８
２
１
５
８
６
７
Ｅ
メ
ー
ル

宮
口
言
。
ａ
ご
・
吾
斉
Ｐ
・
三
富
．

一
画
へ

、

市
で
は
、
制
作
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制
作
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
・
募
集
人
数
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

制
作
に
意
欲
の
あ
る
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、
ｍ
人
程
度

応
募
方
法
応
募
用
紙
（
市
役
所
、

制
作
委
員
会
は
、
台
本
の
作
成
や

プ
レ
ビ
ュ
ー
（
概
要
説
明
会
）
の
実

施
、
事
業
計
画
の
と
り
ま
と
め
な
ど

を
行
う
準
備
組
織
で
す
。

文
化
芸
術
団
体
や
青
少
年
育
成
団

体
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
方
、
公

募
の
市
民
な
ど
空
人
以
内
で
構
成
き

れ
ま
す
。

制
作
の
日
程
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。

制
作
委
員
会
の
役
割
は
？

制
作
委
員
扣
人
を
公
募

Q

ノ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
制
作
に
は
、
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
す
。
７
月
に
、

広
報
な
ど
で
募
集
す
る
予
定
で
す
。

対
象
美
術
家
、
照
明
技
術
者
、
音

響
技
術
者
、
衣
装
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
演

奏
指
導
者
、
ダ
ン
ス
指
導
者
、
歌
唱

指
導
者
、
演
技
指
導
者
な
ど

画
教
育
委
員
会
文
化
課
電
７
１
８

５
１
１
１
５
１
Ｅ
メ
ー
ル
言
二
言

。
ａ
毫
・
筈
言
。
ｇ
一
言
・
壱

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
台
本
と
な
る
原

作
を
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
４
月
砥
日
号
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
、
５
月
幻
日

で
す
。

教
育
委
員
会
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ア
ビ
ス
タ
」
、
湖
北
地
区
公
民
館
、

市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
、

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
能
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
６

月
晦
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
文
化
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

※
選
考
に
よ
り
迷
疋
し
ま
す
。
選
考

結
果
は
、
６
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

※
制
作
委
員
は
無
償
で
す
。

公
募
以
外
の
委
員
あ
び
こ
子
ど
も

劇
場
、
我
孫
子
市
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
、
あ
び
こ
子
ど
も
の
文

化
連
絡
会
、
我
孫
子
吹
奏
楽
団
、
あ

び
こ
舞
台
、
市
内
在
住
の
声
楽
家
、

文
化
事
業
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市

教
育
委
員
会
な
ど

ス
タ
ッ
フ
は
７
月
に
募
集

原
作
も
募
集
中

経過と今後の制作日程

「
成
ど
測
騨
蕊
搬
汚
ん

麺
歳
鍵
諜

轡
加

ｉカー園

垂
撰
識
津

遊
勇
司
，
ノ

祁
腸
』

分
の
ペ
ー
ス
で
連
動
を
続
け
る
こ

陥
馳
僻
籠
い
懲
職

献
舗
グ

ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
に

よ
り
、
「
う
ん
ど
う
教
室
」
が
開

術
賃
手
．

『
固
幽

幟
公
公

．
Ⅲ
八

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

肺
由
Ｔ

識
柵

台ｔｌ湖

↓
ん
ど
う
遊
園
」

参
加
費
無
料

き
い
。

／
、

平成12年12月 教育委員会が募集した文化事業

市民ボランティアにミュージカ

ル分科会を設置

分科会からプランが提出される

原作募集

制作委員公募

原作決定

スタッフ募集

テーマ曲完成

台本完成

プレピュ言出演者公募
出演者オーディション

出演者決定

稽古(けいこ)開始

本番(市民会館）

平成13年7月

平成14年3月

5月

6月

7月

9月

10月

12月

平成15年1月

2月

3月

8月

I

▲
』
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１

■
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ノ

人。鳥。くらしをつつむ緑豐 か なまち



－ －－一

1

(2)おび ↓
》 2002.5.16第1069号

－

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
な
ど
を
社
会
教
育
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
社
会
教
育
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

社
会
教
育
行
政
に
あ
な
た
の
経
験

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
な
職
務
社
会
教
育
行
政
全
般
に

わ
た
る
意
見
や
提
言
、
教
育
委
員
会

か
ら
の
諮
問
事
項
の
調
査
研
究
や
検

討
、
社
会
教
育
分
野
の
各
行
政
組
織

の
事
務
事
業
の
検
討
や
計
画
立
案
な

ど会
議
の
開
催
年
６
回
程
度
（
全
体

会
・
分
科
会
）

対
象
市
内
在
住
の
方
で
、
社
会
教

育
、
社
会
体
育
、
青
少
年
、
文
化
活

動
な
ど
の
活
動
実
繊
の
あ
る
方

定
員
哩
人
程
度

あ
な
た
の
声
を
社
会
教
育
行
政
に

一

社
会
教
育
委
員
を
募
集

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
が
入
院
し
た
場
合
、
治
療
費
と
は

別
に
、
食
事
代
と
し
て
１
日
に
つ
き

７
８
０
円
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
な
ど

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
が
軽
減

き
れ
ま
す
（
表
１
参
照
）
。

ヤ

’
0

入院時の食事代などを軽減Ｉ

一

市民税非課税世帯の

国民健康保胤加入者と老人医療受給者を対象に

選
考
方
法
レ
ポ
ー
ト
と
活
動
実
績

に
よ
り
選
考

任
期
７
月
１
日
か
ら
平
成
面
年
６

月
知
日
（
３
年
間
）

申
し
込
み
応
募
用
紙
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
、
各
図
書
館
・
公
民

館
、
体
育
館
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
「
社
会
教
育
、
社
会
体

育
、
青
少
年
、
文
化
活
動
等
に
お
け

る
行
政
へ
の
意
見
・
提
案
等
に
つ
い

て
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
５
月
幻
日
（
必
着
）
ま

で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
選
考
結
果
は
、
６
月
下
旬
に
本
人

に
通
知
予
定

固
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
云
７

１
８
５
１
１
１
５
１

ま
た
、
老
人
医
療
を
受
給
し
て
い

る
方
（
加
歳
以
上
ま
た
は
一
定
以
上

の
障
害
を
持
つ
命
歳
以
上
の
方
）
は
、

食
事
代
に
加
え
て
入
院
時
の
一
部
負

担
金
が
軽
減
き
れ
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

ど
ち
ら
も
減
額
罰
壁
疋
証
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
国

保
年
金
課
（
老
人
医
療
受
給
者
は
介

護
支
援
課
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

▼表1入院中の食事代自己負担額

般加入者 1日780円
－

1日650円90日までの入院市民税非課

税世 帯等 ｜
I

90日を超える入院
(過去12カ月帆院醐）

1日500円

|蕊難蕊開議|旧300円｜
※入院時の食事代は､高額療養費の支給対象に
なりません。

▼表2老人医療の入院時一部負担金(月額上限）

|‐般加入者］川畑擁｜
側綱嶋訓|'州‘'州｜
鰯雛#瀞|川棚円霞マ

市民税非課税世帯等で
老齢福祉年金を受けている方

1

市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
」
記
念
事
業
の
企
画
・
運
営
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

昨
年
６
月
率
日
、
市
は
「
男
女
共

方
は
、
５
月
訓
日
で
期
限
が
切
れ
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
、
再
度

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
入
院
日
数
が
”
日
を
超
え

た
場
合
に
は
、
食
事
代
の
負
担
は
ざ

ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
入
院
期

間
が
わ
か
る
領
収
書
な
ど
を
持
参
の

う
柔
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

固
国
保
年
金
課
・
内
線
３
２
４
、

介
護
支
援
課
・
内
線
４
１
４

11月S○日(士)に開催

｢男女共同参画都市宣言｣記念事業の一般加入者 1カ月37,200円まで

ｔ

市民税非課税世帯等の方 1カ月24,600円まで

企画｡運営委員を募集’
市民税非課税世帯等で
老齢福祉年金を受けている方

1カ月15,000円まで

、
利
根
川
ゆ
う
ゆ
う
公
園
の
整
備
の
た
め
■

》
蕊
雫
事
用
車
票
通
行
墓
す

国
土
交
通
省
と
市
は
、
利
根
川
ゆ

う
ゆ
う
公
園
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
掘
削
工

事
を
５
月
中
旬
か
ら
来
年
３
月
ま
で

行
い
ま
す
。

こ
の
工
事
で
出
る
土
砂
は
、
利
根

川
や
小
貝
川
の
堤
防
の
拡
幅
工
事
に

利
用
さ
れ
、
工
事
期
間
中
は
、
多
く

の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
県
道
我
孫
子
利
根

線
を
通
行
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圖
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
４
５
、

国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
工
事
事
務

所
取
手
出
張
所
霊
０
２
９
７
１
ね
Ｉ

１
２
４
１

王
）
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
’
一
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

ス
タ
」
で
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
機
械
式
生

た
い
ひ

こ
の
記
念
事
業
は
、
男
女
共
同
参
ご
み
処
理
機
と
堆
肥
化
容
器
の
購
入

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
市
、
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
民
が
と
も
に
考
え
て
い
く
機
会
と
な
お
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
は
、

す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
対
象
外
の
機
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
お
、
企
画
・
運
営
委
員
は
、
ボ
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
、
市
と
共
対
象
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方

同
で
企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。
補
助
額
機
械
式
圭
』
み
処
理
罐
：

職
務
記
念
事
業
の
企
画
・
運
営
一
本
体
価
格
の
２
分
の
１
で
、
１
０
０

対
象
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
一
円
未
満
切
り
捨
て
。
１
台
３
万
円
を

の
方

一
限
度
と
し
、
１
世
帯
１
台
（
過
去
５

申
し
込
み
・
画
電
話
ま
た
は
フ
ァ
一
年
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

ク
ス
（
「
企
画
・
運
営
委
員
」
、
住
方
は
対
象
外
）

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、
一
コ
ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器
・
・
本
体

５
月
酔
日
ま
で
に
男
女
共
同
参
画
担
価
格
の
３
分
の
２
で
、
円
未
満
切

当
・
内
線
２
９
３
四
７
１
８
５
１
５
り
捨
て
。
１
容
器
３
０
０
０
円
を
限

７
７
７
へ
度
と
し
、
１
世
帯
２
容
器
ま
で

同
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
積
極
的

に
行
動
す
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
を
記
念
し
て
、
市
と
内

閣
府
の
共
催
に
よ
り
、
皿
月
如
日
一

（
土
）
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
言

▼工事個所略図

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン
ボ
ス
ト
な
ど
の
購
入
に
補
鋤
金

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
の
た
め
に

1

１
１

※
本
体
価
格
は
消
費
税
を
除
い
た
額

申
請
手
続
き

◎
指
定
販
売
店
（
下
表
参
照
）
で
職

入
す
る
場
合
…
印
鑑
を
持
参
し
、
各

販
売
店
で
申
請
（
補
助
額
を
差
し
引

い
て
峨
入
）

◎
指
定
販
売
店
以
外
で
購
入
す
る
場

合
・
・
次
の
①
か
ら
④
と
持
参
し
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
申
請
（
補
助
額

を
銀
行
口
座
へ
振
り
込
み
）

①
カ
タ
ロ
グ
ま
た
は
取
扱
説
明
書

②
品
名
数
量
・
本
体
価
格
が
明
記

さ
れ
た
領
収
書

③
印
鑑

④
補
助
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
な
ど
）

画
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８

７
１
０
０
１
５

行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
行
政
相

談
委
員
や
行
政
評
価
事
務
所
が
、
国

の
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊

法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は

困
っ
た
」
「
こ
う
し
て
欲
し
と
と

い
っ
た
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
お

聞
き
し
、
問
題
の
解
決
や
要
望
の
実

可ｒ
‐
‐
卜
－
‐
Ｌ
吐

5月2．圖から26日は

春季行政相談強調週間

国や特殊法人への要望などを
お寄せください

市
で
は
毎
月
第
４
木
曜
日
に
、
行

政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
き
れ
ま
す
。

日
時
５
月
空
日
（
木
）
午
前
、
時
か

ら
正
午

場
所
市
民
相
談
室
（
市
役
所
本
庁

２
階
）

行
漣
相
談
蕾
皇
は
電
話
相
識
も

行
政
相
談
委
員
は
、
市
役
所
で
の

行
政
相
談
の
ほ
か
、
自
宅
で
も
電
話

現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
こ
の
制

度
を
皆
ざ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼機械式生ごみ処理機・堆肥化容器指定販売店

販売店名所在地電話番号取扱商品

我孫子市本所寿1-14-187182-3121
農業協同湖北支所古戸171-27188-2511コンポス’
組合布佐支所布佐11327189-3151ポカシ容暑
(有)扇屋商店緑1-4-27182-0014

自然食品の店よれかわ湖北台8-10-87169-8955

小規模作業所おおばん新々 田77-57189-5794

(有)染井金物店本町3-8-127182-2375ボカシ容：

㈲あびこイーエム･ショップ本町3-1-147183-7747

アニュー東我孫子東我孫子2-33-227182-7552

アニュー我孫子我孫子388-17183-3751

エコートレイド(有）若松147-37185-8945

㈲ダｽｷﾝｾーﾌﾃｲｻーピｽ新木25507188-4444機械式生ご‘
(有)渡辺電機高野山346-57184-8222処理＃
|斉藤電器布佐平和台1-1-01047189-4188

行
政
相
談
は
毎
月
壼
４
木
曜
日

我孫子市
農業協同
組合

コンポスト
●

ボカシ容器

(有)染井金物店

㈲あびこイーエム･ショップ

ァニュー東我孫子

|アニュー我孫子

ボカシ容器

・
’
１
１
１
１
１
，
Ｍ
い
』

な
ど
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

◎
井
上
這
英
さ
ん

住
所
：
柴
崎
１
７
０

連
絡
先
・
・
念
７
１
８
２
１
４
７
３
５

◎
重
松
恵
美
子
さ
ん

住
所
：
天
王
台
４
の
面
の
超

連
絡
先
・
・
壷
７
１
８
４
１
１
２
１
６

国
の
相
談
窓
口

総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務
所
で

は
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

連
絡
先
電
話
（
行
政
相
談
苦
傭
１

１
０
番
）
：
念
０
４
３
１
２
４
４
１

１
１
０
０
、
フ
ァ
ク
ス
…
皿
０
４
３

１
２
４
６
１
９
８
２
９
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
・
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

雪
《
ｓ
》
室
三
雲
雪
・
切
○
匡
邑
〕
毎
血
・
一
つ

一
雰
芭
邑
函
員
屋
毒
旨
戸
言
［
ヨ

圃
秘
替
課
広
聴
担
当
・
内
線
２
６

９

エコートレイド(有）

機械式牛ごみ

処理機

園窪ま
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谷
津
の
自
然
観
察
会

■
岡
‐
「
谷
津
の
昆
虫
」
圏
■

市
で
は
、
４
月
か
ら
岡
発
戸
・
都

部
の
谷
津
を
舞
台
に
、
昭
和
釦
年
代

の
農
村
環
境
の
復
活
を
め
ざ
し
た
谷

津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

谷
津
の
自
然
観
察
会
第
２
回
目
は

ｌ
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
－
‐
－
‐

ネ
ッ
タ
イ
チ
ョ
ウ
の
形
を
し
た
、

立
体
の
烏
の
雌
を
竹
甦
」
や
和
紙
を

使
っ
て
つ
く
り
ま
す
。

ネ
ッ
タ
イ
チ
ョ
ウ
は
熱
帯
や
亜
熱

帯
の
島
々
に
多
く
悪
ら
し
、
日
本
で

鳥
博
セ
ミ
ナ
ー

親
子
で
楽
し
む
鳥
凧
（
と
り
だ
こ
）
教
室

タ

り

「
谷
津
の
昆
虫
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
一
一
測
胆
Ⅱ
Ｗ
封

し
ま
す
。蕊

霊
雲
剛
抑
随

日
時
・
集
合
場
所
６
月
２
旦
日
）
鯨
‐
門
ノ
函

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

繍
鍋
鰡
蕊
隣
灘
湘
贈
川
飛
火
総

生
醇
出
川
訓

雨
実
施
・
荒
天
中
止
）

定
員
先
着
お
人

参
加
費
無
料
今
年
度
か
ら
、
生
活
習
憤
病
健
診

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を
。
の
血
液
検
査
項
目
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
手
賀
沼
課
．
ス
検
査
（
Ｃ
型
・
Ｂ
型
を
追
加
し
、

内
線
４
６
４
へ

今
後
５
年
間
（
平
成
喝
年
度
ま
で
）

※
開
催
の
可
否
は
、
当
日
午
前
８
時
実
施
し
ま
す
。

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
壷
７
１
８
－
肝
炎
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な

５
１
５
０
０
０
、
コ
ー
ド
番
号
８
５
｜
い
た
め
知
ら
ず
に
感
染
し
、
肝
硬
変

０
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
や
肝
が
ん
へ
と
移
行
し
て
い
る
場
合

は
南
鳥
島
で
生
活
す
る
中
型
の
鳥
で

す
。

烏
凧
の
作
り
方
は
、
鳥
の
博
物
館

友
の
会
烏
凧
同
好
会
の
皆
さ
ん
が
親

切
に
指
導
し
ま
す
。

‐ 一 一 一 ■ ■ 一 一 一
一一一＝一一

み
ま
し
ょ
う
。

§
昌
呂
回

４
時
（
全
５
回
）

場
所
烏
の
博
物
館

対
象
小
学
校
５
年
生
以
上
の
お
子

ざ
ん
と
そ
の
家
族
で
、
な
る
べ
く
５

回
す
べ
て
の
教
室
に
参
加
で
き
る
方

定
員
先
着
巧
人

持
参
材
料
を
持
ち
帰
る
大
き
な
袋

参
加
蜜
無
料
山
階
鳥
類
研
究
所
は
今
年
、
財
団

申
し
込
み
。
画
電
話
で
烏
の
博
物
１
設
立
“
周
年
・
山
階
標
本
館
設
立
、

館
垂
７
１
８
５
１
２
２
１
２
へ
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
式

生活習慣病健診に追加して実施

肝炎ｳｲﾙｽ検査 β

この機会にぜひ検査を受けてください
Q

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
検
査
を
受
け

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

実
施
期
間
廻
月
末
ま
で

実
施
場
所
市
内
委
託
医
療
機
関

対
象
一
次
検
診
。
：
①
遍
年
３
月
ま

で
に
“
・
輻
・
釦
・
壷
・
“
・
壷
・

昶
歳
に
な
る
方
②
過
去
に
肝
機
能

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

③
過
去
に
大
き
な
外
科
的
処
置
や
妊

娠
・
分
娩
時
に
大
量
出
血
し
た
こ
と

の
あ
る
方
で
定
期
的
に
肝
機
能
検
査

を
受
け
て
い
な
い
方
一
一
次
検
診
…

①
今
年
度
実
施
の
生
活
習
憤
病
健
診

で
肝
機
能
値
が
要
指
導
の
方
②
一

次
検
診
の
対
象
者
で
生
活
習
悩
病
健

診
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
な

か
っ
た
方

費
用
一
次
検
診
：
４
０
０
円
、
二

次
検
診
６
０
０
円
（
い
ず
れ
も
生
活

習
慨
病
健
診
料
９
０
０
円
は
別
塗

固
保
健
セ
ン
タ
ー
念
７
１
８
７
１

１
１
３
１山階鳥類研究所

財団設立60周年
山階標本館設立70周年

念式典｡講演会を開催

４
月
１
日
、
初
心
者
か
ら
学
べ
る

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ

ッ
ジ
」
を
リ
ニ
ユ
ー
ア
ル
し
て
開
講

し
ま
し
た
。

受
講
生
は
入
金
後
６
カ
月
間
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
付
き
パ
ソ
コ
ン
開
放
時

間
を
優
先
的
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

受
講
内
容
を
繰
り
返
し
学
習
で
き
ま

す
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は

で
き
ま
せ
ん
）

講
座
内
容
下
表
参
照

一
纈
轤
馴
職
蕊
鯉
除

場
所
・
画
市
民
プ
ラ
ザ
壷
７
１
８

３
１
２
１
１
１

※
詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
授
業
ス
ケ
ジ

ー
ユ
ー
ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

｜
受
講
者
を
募
集

典
を
開
催
し
ま
す
。

麿
態
饗
で
琴
謝
灘
一

浩
志
博
士
（
信
州
大
学
教
育
学
部
教
一

授
）
の
記
念
講
演
も
行
い
ま
す
。

日
時
。
場
所
６
月
７
旦
金
）
午
後

１
時
犯
分
か
ら
４
時
、
分
、
中
央
学
一

院
大
学
犯
周
年
記
念
館

内
容
第
ｎ
回
山
階
芳
麿
蛍
授
賞
式
、

た
ぐ
ら
ん

記
念
講
演
（
テ
ー
マ
・
・
托
卵
す
る
鳥

と
さ
れ
る
鳥
の
攻
防
と
進
化
）
、
特

別
記
念
講
演
（
講
師
圭
杢
婆

定
員
３
０
０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

参
加
費
５
０
０
円

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

（
郵
便
番
号
も
）
、
氏
名
、
「
釦
周
年

式
典
参
加
希
望
」
を
明
記
し
５
月
型

日
（
必
着
）
ま
で
に
高
野
山
１
１
５

（
財
面
階
鳥
類
研
究
所
広
報
室
へ

圖
同
研
究
所
・
杉
森
盃
７
１
８
２

１
１
１
０
１

、

｜
地
域
防
災
の
担
い
手

我
孫
子
市
消
防
団
は
、
市
内
に
１

団
本
部
に
６
方
面
隊
型
分
団
が
あ
り
、

総
勢
は
２
６
６
人
で
す
。

消
防
団
員
は
自
分
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
い
ざ
災
害
が
発
生
す
る
と
、

消防団役員分団長名簿
職名氏名住所

団長飯田和行緑1-4-9

副団長大星久雄栄19-3
〃 豊嶋将幸日秀101-26
” 飯尾利雄布佐2014

第1方面隊長大井隆柴崎106

第2方面隊長根本道世岡発戸567
第3方面隊長森政義久寺家377
第4方面隊長吉田喜一郎中峠1508-1
第5方面隊長田口寿美雄新木1904
第6方面隊長杉山正雄布佐3265-7
第1分団長飯泉一広緑1-4-1

第2分団長鈴木和久並木5章10-15
第3分団長川村義浩柴崎961
第4分団長海老原浩司南青山18-7

第 5分団長青木誠下ケ戸280-2

第6分団長中村哲夫岡発戸851-1
第7分団長荒井渉高野山289

第8分団長飯田喜浩台田2-12-7
第9分団長日暮修一布施2590-32
第10分団長玉根康久布施2713
第11分団長吉村博之中峠1772-10
第12分団長大井一郎中峠1909
第13分団長鈴木正久中峠3808-4
第14分団長金子智一古戸646

第15分団長岩井毅日秀100-26
第16分団長寺田浩之新木2584
第17分団長田口昇新木2552

第1:8分団長|秋田芳博|布佐829-3
第19分団長|桜井実|浅問前新田34
第”分団長|石井勝久|布佐22791
第21分団長|関口智|布佐1-31-341

講座名単元受 講料対象

①パソコン入門3単元3,500円初心者の方

②WORD20025単元8,000円文字入力､保存のできる方

③EXCEL20025単元8,000円文字入力、保存のできる方

④インターネット4単元5,500円文字入力､保存のできる方

⑤文書管理2単元2,500円ワード､エクセルのできる方

※1単元は90分で、受講料にはテキスト代と通信料を含みます
※①～③…再受講券1回分が別に付きます

ーー宝一一一
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①パソコン入門
消
防
団
新
役
員
・
分
団
長
を
紹
介
し
ま
す

ワード、エクセルのできる方

＝蚕了壹一宇＝

消
防
職
員
と
と
も
に
皆
さ
ん
の
生
命

や
財
産
を
守
り
ま
す
。

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
消
防
団
の
役
員
と
分
団
長

を
紹
介
し
ま
す
。
差
表
参
題

きびきびとした動きをご覧ください

測病同

薄肺撰法命大宮
消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
消
防
団
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

画
消
防
本
部
警
防
課
壷
７
１
８
１

１
７
７
０
１

操
法
大
会
は
、
市
内
幻
の
消
防
分

団
が
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮

す
る
場
で
す
。

各
分
団
は
、
頑
ざ
火
災
」
と
い

う
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
消
火
活
動

が
行
え
る
よ
う
、
消
防
資
機
材
の
操

作
や
的
確
な
動
作
な
ど
を
訓
練
し
て

い
ま
す
。
大
会
で
は
、
そ
の
正
確
さ

や
時
間
を
競
い
ま
す
。

地
域
防
災
の
担
い
手
で
あ
る
消
防

団
の
き
び
き
び
と
し
た
動
き
を
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
観
覧
無

料
）

な
お
、
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
分

団
に
は
、
東
葛
飾
支
部
大
会
を
経
て

県
大
会
、
全
国
大
会
へ
の
道
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
６
月
９
日
（
且
午
前

８
時
か
ら
正
午
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
我
孫
子
事

業
場
駐
車
場
（
雨
天
実
施
）

圖
消
防
本
部
警
防
課
壷
７
１
８
１

１
７
７
０
１
雪
日
は
壷
７
１
８
４

１
０
１
１
９
）

Ｉ

p

ー

’
－
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且

し '
土地利用や都I轆設などの

基本方針を策定
地 ；や の

基本方 を

我
孫
子
市
は
、
水
辺
、
農
地
、
斜

面
林
に
囲
ま
れ
た
住
宅
都
市
で
す
。

都
市
づ
く
り
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
、
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ
計

画
的
な
土
地
利
用
の
誘
導
、
交
通
施

市
で
は
、
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
や
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
即
年

間
の
都
市
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
に
、
土
地
利
用
や
竜

道
路
・
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
こ
の
プ
ラ
ン
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

都市づ<Iノ6つの目標

｡自然環境を保全し、自然を身近に感じられる都市

づくり

｡資源循環を推進し、都市化による環境への負荷を

軽減する都市づくり

･道路づくり。バリアフリー化を推進し、安全で快

適に暮らせる都市づくり

°住宅づくりを支援し、誰もが住みつづけられる都

市づくり

°景観形成を推進し、個性と魅力ある都市づくり

･地域特性を踏まえた地区拠点や中心拠点整備を推

進し、交流やにぎわいのある都市づくり

そ
の
た
め
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
保

全
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が

住
み
続
け
ら
れ
、
生
活
し
や
す
い
居

住
空
間
づ
く
り
、
ざ
ら
に
、
情
報
発

信
や
市
民
活
動
を
通
じ
た
ま
ち
の
魅

力
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
６
つ
の
都

市
づ
く
り
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

（
左
記
参
照
）

設
の
整
備
、
自
然
環
境
の
保
全
や
活

用
な
ど
、
分
野
別
の
整
備
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

地
区
別
構
想
で
は
、
鉄
道
の
駅
を

中
心
と
し
た
５
地
区
（
我
孫
子
、
天

王
台
、
湖
北
、
新
木
、
布
佐
）
の
都

市
整
備
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
に
設
定

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
応
じ
、

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
も
示
し
ま

し
た
。
（
図
参
照
）

《湖北地区》）

:と活用
まちづくりのテーマ

④地区住民の暮らしを支える魅力的な地区拠点の形成

､快適でゆとりある緑豊かな住環境の形成

④古利根沼や谷津の自然が身近に感じられる空間の形成

<布佐地区〉
まちづくりのテーマ

･東の玄関□として人々の交流を支えるにぎわいのある

地区拠点の形成

･安全で快適にいきいきと暮らせる市街地の形成

･緑豊かな質の高い住宅地の形成
．",－．－－－．．－．、．ー－1■■I■I■I"
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一

日
。
所
５
月
廻
旦
日
而
時
～
超
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
シ
ャ
ウ
テ
「
上
弦
の
旦
な
ど
奉
曲

時
如
分
、
ア
ビ
ス
タ
（
入
場
無
料
〉
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
ほ
か
問
坂
口
垂
７
１
８
４
１
９
５
８
４

内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
バ
ン
ド
演
奏
問
山
下
垂
７
１
８
８
１
１
６
７
３
月
倉
存
っ
そ
う
）
コ
ン
サ
ー
ト

手
話
コ
ー
ラ
ス
、
車
イ
ス
高
齢
者
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
「
ア
イ
ク
ル
」
津
軽
民
謡
三
味
線
演
奏
会

疑
似
体
驍
子
ど
も
広
場
（
シ
ャ
ボ
フ
ァ
Ｉ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
曰
・
所
６
月
２
旦
旦
①
妬
時
開

ン
玉
、
折
り
紙
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ス
曰
・
所
６
月
２
旦
日
汚
時
弛
分
演
・
②
鵡
時
開
演
、
相
島
芸
術
文
化

く
ら

－
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
）
、
模
擬
店
、
開
演
、
湖
北
地
区
公
民
館
村
・
月
光
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー

即
売
会
、
展
示
内
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
、
オ
リ
ジ
ナ
出
中
野
孝
人
ざ
ん
（
日
本
郷
土
民

間
社
会
福
祉
協
議
会
壷
７
１
８
４
ル
曲
ほ
か
謡
協
会
）
ほ
か

指
揮
勝
呂
美
智
子
さ
ん
対
①
子
ど
も
（
小
学
校
３
年
生
～

１
１
５
３
９

リ
サ
イ
ク
ル
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ピ
ア
ノ
酒
井
玲
子
ざ
ん
６
年
生
）
、
大
人
い
ず
れ
も
先
着
釦

費
５
０
０
円
（
全
席
自
阜
人
、
②
大
人
先
着
１
０
０
人

日
５
月
配
日
（
旦
加
時
～
畔
時
問
塚
原
壷
７
１
４
９
１
７
９
０
５
費
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
は
無
料

所
ふ
れ
あ
い
工
房
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
チ
ケ
ッ
ト
申
し
込
み
・
問
電
話
で

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
駐
第
劉
回
定
期
演
奏
会
同
文
化
村
月
倉
コ
ン
サ
ー
ト
係
壷

車
場
を
ご
利
用
く
だ
き
い
。
日
。
所
６
月
９
旦
日
適
時
開
演
、
７
１
８
９
１
２
８
６
４
主
．
日
曜

間
ふ
れ
あ
い
工
房
壷
７
１
８
６
１
市
民
会
館
日
の
み
）

五
月
ま
つ
り
２
０
０
２
輌
）
、
壼
奈
鍾
峨
》
麺
遅
詐
跨
諏
一
『
測
墾
と
地
図
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５
５
０
０

フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
－
ト
ー
ベ
ン
）
、
喜
歌
劇
夛
イ
ン
曰
。
所
６
月
２
旦
旦
９
時
犯
分

日
。
所
５
月
鵬
日
（
土
）
、
時
～
妬
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
達
」
序
曲
（
二
～
嘔
時
犯
分
、
国
土
地
理
院
ち
く

時
、
我
孫
子
駅
南
口
商
店
街
周
辺
コ
ラ
イ
）
ぱ
市
北
郷
１
番
）
〈
入
場
無
料
〉

雨
天
の
場
合
は
心
旦
指
揮
柳
澤
寿
男
さ
ん
内
①
展
示
…
夢
を
ひ
ろ
げ
る
「
美

内
フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
、
ビ
ン
ゴ
大
独
奏
菅
野
博
文
ざ
ん
字
エ
巳
し
い
・
お
も
し
ろ
い
。
め
ず
ら
し
い

会
（
景
品
あ
り
）
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
蜜
７
０
０
円
箭
売
り
ペ
ア
券
１
地
図
」
②
講
演
会
．
：
殖
図
が
あ

－
、
あ
び
こ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
大
会
０
０
０
円
）
〈
全
席
自
由
〉
る
の
に
、
人
は
な
ぜ
道
に
迷
う
か
」

※
当
日
は
、
一
部
交
通
規
制
あ
り
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、
荒
井
山
口
裕
一
さ
ん
（
作
家
・
地
図
探
検

問
我
孫
子
市
商
工
《
蟇
７
１
８
２
書
店
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
家
）
③
野
外
会
場
・
歩
測
大
会
、

ほ
か
地
図
を
用
い
た
宝
探
し
、
地
図
記
号

１
３
１
３
１

密
周
年
記
念
問
竹
内
壷
７
１
８
８
１
０
４
７
３
ク
ィ
ズ
ラ
リ
ー
、
電
子
平
板
な
ど
を

日
。
所
６
月
暉
日
（
日
）
画
時
開
演
、
第
稻
回
我
孫
子
さ
っ
き
展
罷
用
副
珪
鋤
認
砕
癖
雑
癖
聴
室
云
Ｏ

湖
北
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）
日
５
月
訓
日
釜
）
～
６
月
２
日
２
９
８
１
“
１
６
２
５
５

日
・
・
白
時
、
所
：
場
所
、
内
…
内
容
、
種
…
種
目
、
出
；
出
席
者
・
出
演
者
、
対
…
対
象
・
定
員
、
持
：
・
持
参
、

Ｅ

１

（
日
）
９
時
～
面
時
〈
訓
日
は
喝
時
か

薙
藁
蕊
避

備
謬
竺
屋

内
実
技
識
習
会
壼
化
後
の
手
入
れ
」
、

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。
、
時
～
皿
時
、
喝
時
～
脚
時
（
訓
日

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
は
午
後
の
み
）

市
役
所
：
．
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
壷
７
１
８
５
１
１
１
１
１
※
そ
の
他
ビ
デ
オ
放
映
あ
り

で
か
け
て
噛
言
鰕
騨
繩
露
毒
鞭
蕊
耐
討
蕊

第
７
回
定
期
演
奏
会

み
ま
せ
ん
か
呼
卜
誇
鵬
雄
書
ん
（
フ
ル
‐
卜
）
、
日
・
所
６
月
２
旦
且
ｎ
時
震

第
鮒
回
福
祉
ま
つ
り

柴
田
民
子
ざ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
、
我
孫
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

子
市
民
フ
ィ
ル
有
志
、
星
野
洋
子
ざ
内
手
賀
沼
の
風
景
を
題
材
に
し
た

日
。
受
付
場
所
５
月
晋
（
火
）
．
「
源
氏
物
語
」
講
演
会

如
旦
木
遍
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー

内
講
座
「
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
曰
。
所
６
月
加
日
（
月
面
時
～
焔

に
つ
い
て
」
実
技
（
雨
天
時
は
保
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

健
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
講
師
高
橋
文
二
さ
ん
（
駒
澤
大
学

所
湖
北
台
中
央
公
園
（
参
加
無
料
）
文
学
部
長
）

対
２
日
間
出
席
で
き
る
方
蜜
１
０
０
０
円

問
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
７
１
８
７
１
申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
番
号
を
明
記
し
、
６
月
５
日
（
必
董

第
翠
回
文
化
講
演
会
ま
で
に
つ
く
し
野
３
の
７
の
３
１
０

日
。
所
５
月
軍
日
（
土
両
時
１
焔
安
藤
悦
子
金
７
１
８
４
１
６
０
４
９

蜜
：
．
養
用
、
申
：
．
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
臺
、
問
・
・
．

日
・
所
６
月
１
日
（
土
）
保
健
セ
ン

も
く
よ
く

タ
！
・
・
沐
浴
実
習
ほ
か
、
８
日
（
土
）

手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館
：
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
鑑
賞
ほ
か
、
９
時
～
哩
時

対
平
日
の
し
あ
わ
せ
学
級
に
参
加

で
き
な
い
夫
婦
（
妊
娠
加
週
以
降
）
、

喝
組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
・
間
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
住

所
、
２
人
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
出

産
予
定
日
を
明
記
し
、
５
月
型
日

（
必
着
）
ま
で
に
湖
北
台
１
の
ロ
の

唾
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１
１

１
３
１
Ｅ
メ
ー
ル
一
己
云
の
。
。
＠
員
①
『

◎
こ
こ
・
宙
三
一
ｓ
ｂ
三
言
・
弓

◎
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
保
護
と
現
状

日
・
所
５
月
お
日
（
土
）
粋
時
～
遍

時
犯
分
、
鳥
の
博
物
館

講
師
尾
崎
清
明
さ
ん
（
山
階
鳥
類

研
究
所
標
識
研
究
室
長
）

◎
千
葉
県
の
ト
ン
ボ

曰
。
所
６
月
遍
日
（
土
）
喝
時
如
分

～
遍
時
、
鳥
の
博
物
館

と
ん
ぼ

講
師
鈴
木
壁
彦
さ
ん
（
日
本
蜻
蛉

学
会
会
員
）

問
同
館
壷
７
１
８
５
１
２
２
１
２

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

鳥
の
博
物
館
友
の
会
講
座

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

マ
マ
パ
パ
育
児
学
級

時
、
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
「
我
孫
子
と
陶
芸
、
芸
の
意
味
、

せ
い
ざ
ん

Ｂ
・
リ
ー
チ
と
河
村
鯖
山
」
な
ど

講
師
岩
村
守
ざ
ん
（
陶
芸
家
、
前

よ
今
う

玉
川
大
学
教
授
、
我
孫
子
窯
設
立
者
）

対
先
着
印
人

問
三
谷
垂
７
１
８
３
１
１
０
７
７

日
５
月
型
日
～
６
月
畔
日
の
毎
週

金
曜
日
、
、
時
～
哩
時
（
全
４
回
）

所
市
民
体
育
館
武
道
場

対
脂
歳
以
上
の
方

費
１
０
０
０
円

持
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
ー
（
な

ぎ
な
た
は
教
室
で
用
意
）

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
な
ぎ
な
た
教
室
を
明
記

し
、
５
月
璽
日
（
必
着
）
ま
で
に
天

王
台
５
の
巧
の
４
大
橋
孝
子
壷
７
１

８
４
１
２
１
０
４

日
。
所
６
月
２
日
か
ら
毎
週
日
曜

日
９
時
～
ｎ
時
（
全
５
回
）
、
市
民

体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
雨
天
延
期
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高

校
生
以
上
の
初
心
者
、
釦
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
１
０
０
０
円

申
５
月
爽
日
（
且
９
時
～
９
時
弛

分
、
市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

受
け
付
け
（
雨
天
時
は
館
内
で
）

問
教
育
委
員
会
体
育
課
垂
７
１
８

７
１
７
５
５
５
（
土
・
日
を
除
く
）

市
民
な
ぎ
な
た
教
室

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
。
所
６
月
８
日
～
８
月
、
日
の

土
ま
た
は
日
曜
日
９
時
～
嘔
時
、
田

中
農
業
協
同
組
合
（
柏
市
大
室
）

対
犯
人

蜜
７
万
円
字
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
電
話
で
県
高
齢
者
協
同
組
合
東

葛
北
地
区
壷
７
１
６
７
１
５
３
９
３

問
い
合
わ
せ
、
主
：
．
主
催
。
共
催

市
民
が
つ
く
る
図
書
館
の
会

講
演
会

日
・
所
５
月
型
日
（
金
）
粋
時
～
唖

時
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

内
「
日
本
の
現
在
と
公
共
図
警
館
」

識
師
…
関
千
枝
子
ざ
ん
（
前
全
国
婦

人
新
聞
編
集
長
）

対
先
着
妬
人

間
佐
古
壷
７
１
８
４
１
４
８
３
９

日
・
所
毎
週
土
曜
日
９
時
～
廻
時
、

湖
北
台
中
学
校

い
い

指
導
飯
昇
さ
ん
（
湖
北
台
中
教
諭
）

費
年
額
４
０
０
０
円
（
材
料
識
等
）

申
寵
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
５
月
訓

日
ま
で
に
商
田
垂
四
７
１
８
７
１
２

０
５
５

身
体
障
害
者
の
た
め
の

無
料
運
転
教
習

嘔
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
が
、
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得

し
て
就
労
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
次

の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
は
、

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
埼
玉
県
新
座
市
）
で
、
所

定
の
運
転
免
許
教
習
を
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

①
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し

て
あ
る
方
②
運
転
免
許
試
験
場
で

の
運
転
適
性
検
査
に
合
格
し
た
方

③
同
セ
ン
タ
ー
が
入
駈
謹
め
た
方

期
間
３
カ
月
（
宿
泊
施
設
あ
り
）

費
約
３
万
５
０
０
０
円
（
検
定

料
な
ど
）

※
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
壷
０
４
８

１
４
８
１
１
２
７
１
１
へ

２
級
訪
問
看
護
員
養
成
講
座

３
本
仕
立
て
大
輪
菊
作
り

罰‘ |子どもクッキングめざせ‘‘遊びのリーダー'，研修

時間午前10時から午後3時(キャンプを除く）

|蕊費遊繍謝鍵鰐;雌
持参筆記用具､上履き､弁当､水筒(いずれもキャ

ンプを除く）

洋風カレーずしにチャレンジ

日時・5月25日(士)午前9時30分から正午

場所湖北地区公民館

内容洋風カレーずし、野菜スープ､フルーツパンチ

対象小学生､30人(応募者多数の場合は抽選）

費用500円（当日徴収）

持参エプロン､三角詔､ふきん､台ふきん､手ふき持ち
帰り用パック

申し込み｡圃電話またはファクス(住所､氏名､電話番号‘

学年を明記)で、5月17日までに我孫子地区公民館恋7182‐

0511Ⅷ7165-6088へ

※3人までのグループでの申し込みができます

申し込み°圃電話で5月20日までに同会事務局

梅谷丑7183-2636へ

◎市子ども会育成会連絡協議会では、一緒に活動して

いただける若い方を随時募集しています。

写

I

ノL

日

5月26日旧）

6月23日旧）

7月13日(土）
14日旧）

11月9日(土）

お楽しみ！(日時場所は未定）

場所

湖北地区公民館

未定

ふれあいキャンプ場

市内の史跡施設見学

内容

楽しく遊ぼう子ども会

プログラムをつくろう

みんなの力で楽しい
キャンプを！

市内見学&評価と反省

リーダーとの交流会
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第
３
回
合
唱
一
日
体
験
講
座

凸

み
ん
な
で
割
ら
く
）
‐
ろ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

日
・
所
６
月
８
日
（
土
）
叫
時
～
焔

時
、
ア
ビ
ス
タ

内
片
山
み
ゆ
き
ざ
ん
の
指
導
で
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
楽
し
み
ま
す

対
先
着
夘
人

費
５
０
０
円

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
５
月
訓
日

ま
で
に
椎
名
云
囲
７
１
５
０
１
６
７

２
０

日
７
月
１
日
～
塑
日
の
月
曜
日
～

金
曜
日
９
時
如
分
～
喧
時
如
分
（
全

郵
日
間
）

所
明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

（
新
松
戸
駅
下
車
徒
歩
約
２
分
）

内
エ
ク
セ
ル
入
門
（
表
計
算
部
門

３
級
の
テ
ス
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

対
初
心
者
で
就
職
を
希
望
し
て
い

る
方
、
和
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選

費
８
９
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
５
月
群
日
ま
で
に
東
葛
飾
支
庁

商
工
労
政
課
（
松
戸
市
小
根
本
）
へ

官
製
ハ
ガ
キ
－
枚
を
持
参
し
、
窓
口

で
申
込
用
紙
に
記
入

問
県
立
市
原
高
等
技
術
専
門
校
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
壷
０
４
３
６
１
空

１
２
１
５
４

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

。

〃

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
’
８
Ⅱ
１
０
Ⅱ
０
“
１
Ｖ
・
■
■
■
■
■
■
的
ｒ
ひ
‐
Ｉ
‐
０
ｌ
ｂ
■
Ｉ
Ⅱ
９
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
旧
▲
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

さ
わ
や
か
青
年
教
室

Ｉ
１
１

日
・
所
６
月
謁
日
、
７
月
叫
日
、

９
月
８
日
、
、
月
画
日
、
ｎ
月
、
日
、

哩
月
１
日
、
１
月
⑫
日
、
２
月
９
日

の
日
曜
日
、
時
～
畔
時
、
ざ
わ
や
か

ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

内
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
、
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
カ
ラ
オ
ケ
、
ボ
ー
リ
ン

グ
ほ
か
）

対
自
力
で
通
え
、
集
団
行
動
が
と

れ
る
知
的
障
害
者
の
青
年
、
蒟
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
４
０
０
０
円
（
全
８
日
間
）

※
カ
ラ
オ
ケ
代
と
ボ
ー
リ
ン
グ
代
は

別
に
費
用
が
必
要

申
・
問
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

ふ
り
が
な

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
療
育
手
帳
の
有
無
を
明
記
し
、

６
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

７
１
０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３

の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
事

業
課
金
７
１
４
０
１
８
６
１
５

ぼ
し
ゆ
う

日
。
所
６
月
９
日
（
日
）
、
時
～
嘔

時
、
手
賀
沼
公
園
（
雨
天
時
は
妬
旦

第
旭
回
あ
や
め
ま
つ
り

奎
自

空
市
出
店
者

’

1

募
集
区
画
和
区
画
（
先
着
順
）

費
１
区
画
３
０
０
０
円
（
間
口
約

３
ｍ
）
、
甑
気
コ
ン
セ
ン
ト
－
個
１

０
０
０
円

申
申
込
書
（
商
工
会
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
出
店
料
を
添

え
て
５
月
聖
日
ま
で
に
商
工
会
垂
７

１
８
２
１
３
１
３
１
へ
持
参
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

日
５
月
亜
日
か
ら
毎
奇
数
月
の
第

４
日
曜
日
９
時
～
遍
時

内
社
会
見
学
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
し
て
、
社
会
生
活
に
必

要
な
知
識
や
技
能
を
楽
し
く
学
び
ま

す対
市
内
在
住
の
喝
歳
以
上
の
知
的

障
害
を
持
つ
方
で
、
開
催
会
場
（
あ

ら
き
園
等
）
ま
で
１
人
で
来
る
こ
と

が
で
き
る
方
（
養
護
学
校
、
福
祉
作

業
所
、
福
祉
施
設
に
所
属
し
て
い
る

方
を
除
く
）

費
各
回
実
費
（
１
０
０
０
円
以
内

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
活
動
内
容
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

申
・
問
電
話
ま
た
は
直
接
あ
ら
き

園
容
７
１
８
８
１
４
１
８
８

日
。
所
毎
週
月
曜
日
娼
時
～
四
時

釦
分
、
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

費
月
額
２
５
０
０
円
（
入
会
金
２

０
０
０
円
）

申
電
話
で
霊
塁
蔦
７
１
８
２
１
３

６
５
８

我
孫
子
太
極
拳
ク
ラ
ブ
会
員

青
年
サ
ｉ
ク
ル

「
む
ぎ
の
会
」
会
員

忘れずに納めましょう

』

※納付を口座振替にすると、納め忘れ
もなく便利です。ぜひご利用ください。

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
・
中
・

高
校
生
本
人
や
保
護
者
な
ど
か
ら
、

学
校
や
家
庭
で
の
生
活
、
‐
交
友
関
係
、

不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
電
話
で
も
面
接
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
９

時
～
晒
時
犯
分
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

所
教
育
委
員
会
少
年
セ
ン
タ
ー

（
水
道
局
４
階
）

相
談
方
法
面
接
ま
た
は
電
話
で

（
面
接
で
の
相
談
は
、
事
前
に
予
約
）

連
絡
先
。
問
少
年
セ
ン
タ
ー
壷
７

１
８
４
１
１
９
０
０

日
・
所
、
月
嘔
日
（
金
）
～
空
日

（
火
）
、
福
島
県

参
加
資
格
県
内
在
住
の
釦
歳
以
上

（
昭
和
鵬
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
方

※
募
集
種
目
、
人
数
、
経
費
、
応
募

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
（
財
）
千
葉
県

福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団
長
寿
課
垂
０
４

３
１
２
２
１
１
７
４
４
８
へ

お
し
ら
せ

日
５
月
詣
日
（
火
）
娼
時
知
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
‐
１
１
１
５
１

第
柘
回
全
国
健
康
福
祉
祭

（
ね
ん
り
ん
ビ
ッ
ク
）
福
島
大
会
出
場
者

ご荊届くださL， 定
例
教
育
委
員
会

受
話
器
を
と
っ
た
ら
一
人
じ
ゃ
な
い

青
少
年
悩
み
ご
と
相
談

|謝屋雛’
テレホンガイド
声の便利帳

ITEL71髄声5000

県
で
は
、
障
害
の
あ
る
（
あ
る
か

も
し
れ
な
い
）
お
子
さ
ん
の
育
児
や

教
育
、
障
害
の
改
善
方
法
な
ど
の
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
・
所
７
月
ｎ
日
（
木
）
、
県
立
柏

養
護
学
校
（
柏
市
十
余
三

内
障
害
児
教
育
の
専
門
職
員
に
よ

る
個
別
相
談
（
費
用
無
料
）

※
相
談
上
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

申
申
込
書
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
５
月
型
日
（
必
着
）
ま
で
に
学

校
教
育
課
垂
７
１
８
５
１
１
１
５
１

日
５
月
塞
日
（
火
）
、
時
～
皿
時
如

分
、
喝
時
～
叫
時
弛
分

内
民
事
上
の
紛
争
、
家
庭
内
の
争

い
や
悩
み
ご
と
、
各
種
の
法
律
相
談

ほ
か

申
当
日
会
場
で
（
希
望
者
多
数
の

時
は
応
じ
き
れ
な
い
場
合
あ
り
）

所
。
問
千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所

松
戸
支
部
垂
０
４
７
１
３
６
８
１
５

１
４
１
（
松
戸
駅
東
口
下
車
徒
歩
約

７
分
） 経

済
産
業
省
で
は
、
卸
売
業
と
小

売
業
（
飲
食
店
を
除
く
）
．
を
営
む
商

店
を
対
象
に
、
６
月
１
日
現
在
で
、

商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
活
動
の
実
態

を
把
握
し
、
今
後
の
各
種
施
策
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

５
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
各
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、

統
計
法
に
よ
り
、
秘
密
は
厳
密
に
守

ら
れ
、
統
計
作
成
以
外
に
は
一
切
使

用
し
ま
せ
ん
。

問
総
務
課
・
内
線
２
２
９

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

無
料
法
律
相
談

障
害
児
巡
回
相
談

日
・
所
①
６
月
喧
旦
且
、
②
７

月
２
旦
火
）
い
ず
れ
も
ｎ
時
如
分
受

け
付
け
、
哩
時
犯
分
～
喧
時
犯
分
、

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
①
免
許
の
有
効
期
間
が
畔
年
６

月
、
日
～
巧
年
６
月
遍
日
ま
で
の
方
、

②
畔
年
７
月
７
日
～
巧
年
７
月
２
日

ま
で
の
方

費
更
新
…
１
万
１
０
０
０
円
、
失

効
．
：
１
万
６
０
０
０
円
（
訂
正
・
紛

失
は
別
途
費
用
負
担
あ
り
）

申
写
真
２
枚
（
３
ｍ
×
３
聖
、

免
許
証
の
コ
ピ
ー
の
余
白
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月
２
日
ま
で
に
我
孫
子
新
田
型
の

７
の
皿
小
池
勇
壷
７
１
８
２
１
１
０

１
５
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

Ｂ
型
。
ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

医
療
相
談
会

日
。
所
５
月
率
日
（
日
）
喝
時
犯
分

～
晦
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
参
加
無
料
）

相
談
員
矢
野
光
雄
ざ
ん
（
内
科
医
）

問
千
葉
肝
臓
友
の
会
壷
０
４
７
１

４
６
０
１
７
０
５
５

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
霊
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
、
そ
よ

か
ぜ
号
（
移
動
図
書
館
）
は
、
６
月

５
日
（
水
）
か
ら
畔
日
（
金
）
ま
で
、
蔵

書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

問
市
民
図
書
館
垂
７
１
８
４
１
１

１
１
０

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
・
所
５
月
零
日
（
木
）
娼
時
犯
分

～
喧
時
釦
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

問
介
護
支
援
課
垂
７
１
８
６
１
１

４
１
１

1

市
民
函
雷
電
分
露
蔵
書
雪
稜
に
よ
る
休
霊

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

1

I

「 、

|光化学スモッグにご注意謝鰡驚蕊’
危険物取扱者保安講習会

るだけ避けてください。また､ス

モッグの原因となる窒素酸化物の

排出を削減するため$車の甑は
できるだけ控えてください。

光化学スモッグの影響で､目が
チカチカしたり、のどが痛んだり，
頭痛がしたりすることがあります
が､症状の軽い場合は､洗眼､う
がいなどの応急手当てをしてから
安静にしてください｡症状値い

場合は､速やかに医師の診察を受
けましょう。

固手賀沼課内線463

千葉県では,毎年4月から10月

にかけて光化学スモッグを常時監

視しています。

市では｢光化学スモッグ注意報」

が発令された場合､防災行政無線

で一斉に放送するほか､近隣セン

ター､支所などに発令板を掲示し

て､皆さんにお知らせします。

光化学スモッグは、6月から9

月の夏場を中心に$晴天で気温が

高く風の弱い日に発生しやすくな

ります｡注意報鵬令されたとき

は､屋外での激しい運動は,でき

危険物の取扱作業に従事している方は､危

険物取扱者保安講習の受講が義務づけられて

います｡新たに取扱作業に従事した方は､従

事した日から1年以内に､以前から従事して

いる方は、3年に1回受講してください。

日時7月5日（金）

場所市民会館

申し込み｡固申請書(市消防署各分署に

用意）に必要事項を明記し、4700円分の県

収入証紙を貼付のうえ、5月27日(月)から5

月3旧(金)までに消防本部予防課恋7181‐

7702へ直捜持参

烏の博物館は､平成2年5月22日「人と烏の共

存をめざして」をﾃー ﾏに､世界的にも珍しい鳥

類専門の博物館としてオープンしました。

5月22日(水)は､烏の博物館の開館を記念して

無料開放します。

同館は､常設展示のほか､触れる標本や烏の鳴

き声を聞くことができる体験学習室もあります。

■

ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
１

！
●

！』
ノ

項目

水道料金

軽自動車税

5/27(月）

5/31(金）

ファクスガイド
ファクス慢弄賑
TEL7183=600C
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今
回
で
５
回
目
を
迎
え
る
「
あ
び

こ
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
。

我
孫
子
に
育
ち
、
暮
ら
し
て
い
る

若
手
音
楽
家
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
手
蛮
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

募
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺

規
格
カ
ラ
ー
４
シ
切
り
判
で
横
向

き
（
ワ
イ
ド
判
も
可
）

表
彰
最
優
秀
賞
、
優
秀
黄
、
入
蛍

第5回

あびこ若い芽の〃
」コンサート

■
怖
品
募
集
Ｕ

手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

側

ロ

旬
、
テ
ジ
タ
ル
ヵ
メ

砿
作
品
は
、
応
募
票

凱
記
。
合
成
や
加
工

轆
不
可
⑤
応
募
作

輌
レ
ン
ダ
ー
や
刊
行

塾
す
る
こ
と
が
あ
り
、

韮
応
募
期
間
６
月

剛
聖
日
釜
）
〈
必
着
〉

侭
応
募
先
。
固
〒

職
９
２
（
住
所
省
略

蝿
８
５
８
市
役
所
壬

▲
５
６
８
．
４
６
７

あ
ふ
れ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。日

時
６
月
零
日
（
且
午
後
１
時
如

分
開
場
、
２
時
開
演

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

出
演
者
・
演
奏
曲
目

◎
栗
山
絵
美
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
…

オ
ペ
ラ
「
ア
ル
ジ
ェ
の
イ
タ
リ
ア
女
」

応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表
の
も

の
で
、
１
人
３
点
ま
で
②
作
品
は

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
③
応

募
票
（
手
賀
沼
課
に
用
意
）
に
郵
便

ふ
り
が
な

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
月
、
題
名

を
明
記
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付

別
④
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た

蝦
作
品
は
、
応
募
票
に
そ
の
旨
を
明

ん
記
。
合
成
や
加
工
な
ど
の
編
集
は

ご砥
不
可
⑤
応
募
作
品
は
手
賀
沼
力

蝿
レ
ン
ダ
ー
や
刊
行
物
な
ど
に
使
用

罰
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

峰
応
募
期
間
６
月
３
日
（
月
）
か
ら

I

■
ロ
■
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
１
０
１
０
Ｅ
ｊ
ｌ
ｑ
■
１
Ⅱ
１
４
１
４
８
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１

ｌ

ｑ

ｌ

ｑ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｂ

Ｄ

Ｉ

Ｌ

ｐ

ｐ

Ｌ

巳

偶

■

■

８

８

■

卜

Ｌ

０

Ｆ

巳

０

巳

■

０

Ⅱ

０

■

Ｂ

ｒ

且

応
募
先
。
固
〒
２
７
０
１
１
１

９
２
（
住
所
省
略
可
）
我
孫
子
１

８
５
８
市
役
所
手
賀
沼
課
・
内
線

５
６
８
．
４
６
７

、
０
傍
Ｆ
Ｄ
」

、
■
■
ｂ
Ｐ
Ｌ
阜
血
■
Ｄ
Ｌ
Ｅ
■
四
時
研

一

第4回コンサート風景I

↑
靴
弓
」

よ
り
、
惨
い
運
命
よ
（
ロ
ッ
シ
ー
三
、
‐

秘
密
、
夢
（
ト
ス
テ
ィ
）

◎
大
井
優
子
（
ピ
ア
ノ
）
：
．
ピ
ア
ノ
一

も
え
い

ソ
ナ
タ
第
３
番
嬰
へ
短
調
作
品
空
一
一

（
ス
ク
リ
ア
ビ
ン
）

◎
北
見
尚
義
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
…
一

組
曲
第
１
番
・
エ
ブ
ィ
ー
組
曲
（
ワ
ー

イ
ル
ダ
ー
）

◎
松
田
康
治
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
一

…
三
つ
の
ロ
マ
ン
ス
作
品
卿
（
シ
ー

ユ
ー
マ
ン
）

◎
長
堀
美
佳
（
フ
ル
ー
ト
）
…
ハ

ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
（
ド
ッ
プ

ラ
ー
）
、
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
一

た
め
の
ソ
ナ
タ
（
プ
ー
ラ
ン
ク
）

入
場
料
１
３
０
０
円
、
高
校

生
以
下
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、
荒

井
書
店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
一

店
、
衷
皐
事
務
器

固
教
育
委
員
会
文
化
課
壷
７
１
↓

８
５
１
１
１
５
１雪壷

（

ニューブル望コメツツヨンサート

湖
北
地
区

ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

Ｐ
Ｉ

匿
二
参
加
者
募
集

「
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
は
、
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
と
ま
ち
な
み
を
探
索
日
時
・
場
所
６
月
１
旦
土
）
午
前

し
な
が
ら
、
我
孫
子
ら
し
い
景
観
を
９
時
湖
北
駅
北
口
集
合
、
正
午
同
駅

一
緒
に
考
君
く
り
だ
し
て
い
こ
う
で
解
散
予
定
（
小
雨
実
施
、
荒
天
の

と
い
う
も
の
で
す
。
場
合
は
２
日
に
順
延
）

今
回
は
、
湖
北
地
区
で
昔
な
が
ら
コ
ー
ス
湖
北
駅
↓
星
野
家
長
屋
門

の
趣
の
あ
る
〃
の
ど
か
な
風
景
〃
を
↓
中
峠
不
動
尊
↓
古
利
根
公
園
↓
芝

楽
し
み
な
が
ら
、
景
観
づ
く
り
に
つ
原
城
祉
↓
古
利
根
沼
↓
法
岩
院
↓
湖

ｌ
▲
９
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
１

ｍ
年
代
に
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ブ
ー
ム
の
頂
点
を
極
め
た
ジ
ャ
ッ
キ
２
０
０
２
年
夏
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の

－
吉
川
写
真
・
前
列
室
が
、
変
愛
が
あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
ぜ
ひ

わ
ら
ぬ
サ
ウ
ン
ド
を
一
三
１
ブ
ル
ー
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

コ
メ
ッ
ッ
と
と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。
日
時
７
月
哩
旦
日
）
午
後
４
時
如

昔
を
懐
か
し
む
お
父
ざ
ん
、
お
母
分
開
場
５
時
開
演

さ
ん
か
ら
、
な
ぜ
だ
か
覚
え
知
る
若
場
所
市
阜
髪
云
館

い
方
ま
で
、
「
ブ
ル
ー
・
シ
ヤ
ト
ウ
」
曲
目
（
予
定
）
ブ
ル
ー
・
シ
ヤ
ト

を
始
め
と
す
る
ヒ
ッ
ト
曲
の
連
続
を
ウ
、
青
い
瞳
、
す
み
れ
色
の
涙
、
エ

満
喫
し
て
く
だ
き
い
。
メ
ラ
ル
ド
の
伝
説
、
甘
い
お
話
、
マ

ゲ
ス
ト
と
し
て
我
孫
子
合
唱
連
盟
リ
ア
の
泉
ほ
か

と
我
孫
子
吹
奏
楽
団
も
参
加
し
、
．
入
場
料
２
０
０
０
円
（
全
席
指
定

入
場
券
販
売
所
平
賀
醤

容
７
１
８
５
１
１
１
５
１

文芸だより
一

一
」び↑

め
一 俳句短歌 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室山本寛太選 竹内日撰

ア
ビ
ス
タ
の
開
館
記
念
に
天
平
の
戸
籍
名
刻
ま
れ
し

土
器
の
飾
ら
る

東
海
林
詳
和

老
い
て
な
ほ
命
の
鍛
琴
誇
る
一
」
と
桜
の
大
樹
に
花
あ

ふ
れ
咲
く

海
老
塚
惠
美
子

つ
辛
李

爆
概
語
を
こ
と
り
と
伸
ば
し
職
退
き
し
夫
総
身
に
春

ひの
陽
を
浴
ぷ
石
河
和
子

三
十
三
観
音
め
ぐ
り
に
発
ち
た
る
息
子
等
は
い
ま
鎌

倉
か
雨
を
気
遣
ふ
奥
理
吏
江

漁
辮
る
る
蕊
の
鑿
道
蒙
陸
鬘
鴬
中

鹿
瀬
正

き
ぎ
す
と

青
草
に
雑
子
出
で
来
よ
く
も
り
日
も
鋭
き
声
上
げ
て

春
に
う
た
へ
よ
三
谷
和
夫

は
ち
き
碁
募
り
の
撫
馨
痔
り
触
る
溌

春
の
ぬ
く
も
り
つ
た
ふ
津
村
阿
里

咲
き
急
ぎ
散
り
急
ぎ
た
る
桜
木
の
若
葉
か
を
り
ぬ
今

年
は
な
ほ
に

川
上
進
也

し
お
り

蝶
の
昼
栞
く
わ
え
し
本
と
在
り
青
山
陽
子

お
狙
い
し
き

桜
舞
ふ
居
酒
屋
に
あ
り
大
石
忌
渋
谷
多
佳
子

錘
湧
警
唐
て
礎
け
り
壁
草
學

楊
貴
妃
の
名
の
八
重
桜
あ
で
や
か
に
小
林
光
江

た
ふ
な
ば
た

春
閲
け
て
舷
を
う
つ
波
の
音

町
田
み
ど
り

や
す
あ
ぜ

い
ち
に
ち
の
寧
け
ざ
畦
に
青
き
踏
む
町
田
幸
子

礎
癖
癖
へ
糠
鵜
溶
た
む
蝶
の
昼
海
老
原
千
代
子

毎
日
が
日
曜
に
慣
れ
日
の
永
し
今
井
岩
夫

ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ

ｊ

四
月
の
初
め
に
岡
発
戸
の
雑
木
林
料
理
の
あ
し
ら
い
に
使
い
ま
す
。
ま

き
ん
し
ょ
う
つ
ど
典
仁
鵬

で
花
を
つ
け
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
見
か
た
山
椒
の
佃
煮
も
あ
り
ま
す
。

け
ま
し
た
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
に
は
雄
の
「
山
椒
は
小
粒
で
ピ
リ
リ
と
辛
延

木
と
雌
の
木
と
が
あ
り
、
花
は
黄
緑
と
い
う
た
と
え
が
あ
り
ま
す
が
、
種

色
で
房
状
に
集
ま
っ
て
咲
き
ま
す
。
子
は
ウ
ナ
ギ
や
ド
ジ
ョ
ウ
の
味
を
引

花
後
、
雌
の
木
に
は
直
径
五
ミ
リ
ほ
き
立
て
る
薬
味
に
使
い
ま
す
。

ど
の
丸
い
実
が
で
き
、
熟
し
て
は
じ
田
椒
を
つ
か
み
込
ん
だ
る

け
る
と
黒
い
種
子
が
現
わ
れ
ま
す
。
小
な
く
か
な
」
一
茶

若
芽
は
香
り
が
高
く
、
吸
い
物
や
サ
ン
シ
ョ
ク
ま
支
こ
つ
く
唯
ｆ
一

Fy． 雄I花

く
、
吸
い
物
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
は
枝
に
つ
く
刺
が
二

個
ず
つ
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く

似
た
も
の
に
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
枝
に
つ
く
刺

ウ
が
一
個
ず
つ
で
、
香
り
も
よ
く
な
く
、

ｊ

ヨ
科
畜
に
は
な
り
ま
芝
。

泌
州
勝
灘
撫
縦
職
柵
、

サ
１
１
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

１
１

情
報

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
学
習
机
（
２
宣

く
沖
山
云
７
１
８
７
１
１
７
９

ゞ
と
●
７

９
〉
＊
膝
の
応
接
セ
ッ
ト

〈
長
谷
川
蚕
７
１
８
７
１
２
６

８
９
〉

有
料
で
＊
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
、

ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
（
ラ

ッ
ク
）
、
ベ
ビ
ー
用
品
各
種

〈
松
浦
垂
７
１
８
５
１
８
０
６

９
〉
＊
ワ
ン
ド
ア
冷
蔵
庫

薪
品
同
錘
〈
小
川
電
７
１
８

３
１
１
６
７
０

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取
り
級
２
ｍ
物
は
、
日
用
雑

徴
等
の
耐
冬
燗
穀
財
で
す
。
衣

類
、
自
動
単
、
生
き
物
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん

固
ふ
れ
あ
い
工
房
壷
７
１
８

６
１
５
５
０
０

不
用
品

ヨ

人口と世帯数(5月1日現在）＊人口129,362人外国人832人／己世帯数48,570世帯 E樋｡この広報紙は100%再生紙・大豆インクを使用しています


